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1　　

は
じ
め
に

　

シ
テ
方
観
世
流
能
役
者
・
初
世
梅
若
実
（
一
八
二
八
～

一
九
〇
九
）
は
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
か
ら
明
治
四
一
年

（
一
九
〇
八
）
ま
で
の
六
〇
年
間
、
ほ
ぼ
毎
日
、
日
記
を
書
い
て

い
た
。
こ
の
日
記
は
『
梅
若
実
日
記
』（
以
下
、『
日
記
』
と
略
称

す
る
）
と
し
て
翻
刻
本
が
出
版
さ
れ（

（
（

、
幕
末
か
ら
近
代
に
か
け
て

の
能
楽
史
の
解
明
を
促
進
さ
せ
る
端
緒
と
な
っ
た
。

　

初
世
梅
若
実
は
、
自
家
の
記
録
を
残
す
意
識
で
『
日
記
』
を

綴
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
記
事
の
な
か
に
は
、
梅
若
家
の
役
者

が
出
演
し
た
能
に
関
す
る
記
録
が
あ
り
、
日
時
・
主
催
者
・
会

場
・
上
演
曲
・
三
役
の
配
役
・
出
勤
料
な
ど
を
細
か
く
記
し
て
い

初
世
梅
若
実
と
横
浜
の
素
人
弟
子

─
横
浜
養
心
会
を
め
ぐ
っ
て
（
そ
の
一
）

三　

浦　

裕　

子

る
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
は
梅
若
家
中
の
出
来
事
を
記
す
も
の
で
あ

る
と
同
時
に
、
当
時
の
能
楽
界
全
体
の
動
向
を
示
す
、
そ
の
価
値

も
有
す
る
資
料
で
あ
る
こ
と
が
言
え
る
。
ま
た
、『
日
記
』
に
は

初
世
梅
若
実
ら
が
素
人
弟
子
に
稽
古
を
行
っ
た
記
録
が
散
見
さ
れ

る
。
誰
が
ど
こ
に
稽
古
に
行
っ
た
か
、
誰
が
稽
古
を
受
け
た
か
、

と
い
っ
た
メ
モ
書
き
程
度
の
も
の
も
多
く
、
前
述
の
演
能
記
録
の

よ
う
な
詳
細
な
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
。
そ
れ
で
も
梅
若
家
が
素
人
弟
子
に
行
っ
た
稽
古
の
様
子
が

あ
る
程
度
わ
か
る
。
何
よ
り
も
、
梅
若
家
の
素
人
弟
子
に
対
す
る

稽
古
の
記
述
に
は
相
当
な
分
量
が
あ
り
、
同
家
の
素
人
弟
子
を
教

え
る
熱
意
に
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く

る
。
こ
れ
は
、
新
た
な
素
人
弟
子
の
開
拓
を
通
じ
て
梅
若
家
が
発
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展
し
て
い
く
、
そ
の
足
跡
を
辿
る
意
味
を
持
つ
も
の
と
し
て
、
近

代
能
楽
史
上
、
注
目
す
べ
き
記
録
と
言
え
よ
う
。

　

本
稿
は
「
横
浜
養
心
会
」
と
い
う
素
人
弟
子
の
団
体
を
軸
に
、

梅
若
家
と
素
人
弟
子
の
関
係
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
横
浜
養
心
会
を
調
査
の
対
象
に
選
ん
だ
理
由
に
は
三
つ
あ

る
。
第
一
に
、
梅
若
家
が
こ
の
団
体
に
頻
繁
に
出
稽
古
す
る
様
子

が
『
日
記
』
か
ら
確
認
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、
明
治

二
三
年
、
横
浜
養
心
会
が
中
心
と
な
っ
て
横
浜
の
伊
勢
山
皇
大
神

宮
に
能
舞
台
を
建
設
し
て
お
り
、
非
常
に
行
動
的
な
団
体
で
あ
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
、
初
世
梅
若
実
は
自
家
に
入
門
し
た
素

人
弟
子
の
記
録
を
『
門
入
性
名
年
月
扣
』
と
い
う
資
料
に
残
し
て

い
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
幕
末
か
ら
明
治
四
〇
年
に
至
る
半
世
紀

の
間
に
九
六
四
人
が
入
門
す
る
な
か（

（
（

 

、
横
浜
住
な
ど
と
思
わ
れ

る
者
が
一
五
六
人
に
上
り
、
梅
若
家
の
素
人
弟
子
の
う
ち
一
六

パ
ー
セ
ン
ト
が
横
浜
の
関
係
者
で
あ
っ
た
計
算
に
な
る（

（
（

 

。

　

ち
な
み
に
、
横
浜
養
心
会
は
明
治
一
八
年
二
月
か
ら
『
日
記
』

に
確
認
で
き
る
も
の
で
、
こ
の
頃
か
ら
こ
の
名
称
を
用
い
る
よ
う

に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
団
体
の
原
形
と
も
言
う

べ
き
組
織
が
明
治
一
五
年
一
月
に
認
め
ら
れ
る
の
で
、
本
稿
で

は
、
こ
の
時
期
か
ら
の
活
動
を
追
っ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　

伊
勢
山
皇
大
神
宮
の
能
舞
台
や
梅
若
家
の
素
人
弟
子
に
つ
い
て

論
じ
た
ご
く
初
期
の
資
料
に
『
横
浜
社
会
辞
彙
』（
横
浜
通
信
社
、

一
九
一
七
年（

（
（

）
の
項
目
「
伊
勢
山
能
楽
堂
」
な
ど
が
あ
る
。
そ
れ

を
参
照
し
つ
つ
、
本
稿
で
は
前
掲
の
『
日
記
』
を
含
め
た
初
世
梅

若
実
関
係
の
記
録
類
四
点
を
主
要
な
資
料
と
し
て
用
い
る
こ
と
に

し
た
。
以
下
に
『
日
記
』
以
外
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

（
一
）『
門
入
性
名
年
月
扣
』（
略
称
『
門
入
扣
』）

　

弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
か
ら
明
治
四
〇
年
ま
で
、
梅
若
家

に
入
門
し
た
九
六
四
人
の
素
人
弟
子
の
入
門
年
月
日
を
記
す
も

の
。
初
代
梅
若
実
資
料
研
究
会
に
よ
る
翻
刻
・
解
説
・
索
引
に

「
梅
若
六
郎
家
蔵
『
門
入
性
名
入
門
扣
』
翻
刻
及
び
人
名
解
説

（
一
）
～
（
五
）」「（
同
）
人
名
索
引
・
補
遺
」（『
武
蔵
野
大
学

能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
一
五
号
～
二
〇
号
［
二
〇
〇
四
年

～
二
〇
〇
八
年
］）
が
あ
る
。
こ
の
翻
刻
・
解
説
で
は
入
門
者

に
【
001
】
な
ど
と
通
し
番
号
を
付
し
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
番

号
を
持
つ
人
物
を
初
め
て
記
述
す
る
際
、
そ
れ
を
記
す
よ
う
に

し
た
。
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（
二
）『
伝
授
免
状
扣
』
全
二
冊
（
略
称
『
伝
授
扣
』）

　

明
治
一
一
年
か
ら
四
〇
年
ま
で
、
梅
若
家
が
素
人
弟
子
に

行
っ
た
伝
授
の
記
録
。
初
代
梅
若
実
資
料
研
究
会
に
よ
る
翻

刻
・
索
引
に
「
梅
若
六
郎
家
蔵
『
伝
授
免
状
扣
』（
全
）
翻
刻
」

「（
同
）
人
名
・
曲
名
・
そ
の
他
の
索
引
」（
科
研
費
・
研
究
成

果
報
告
書
『
近
代
に
お
け
る
能
楽
の
伝
授
と
受
容
の
諸
相
─
免

状
に
見
る
梅
若
家
と
素
人
弟
子
』［
二
〇
一
七
年
］）
が
あ
る
。

（
三
）『
芸
事
上
数
々
其
他
秘
書
当
座
扣
并
略
見
出
シ
ノ
事
』

　
　
（
略
称
『
当
座
扣
』）

　

明
治
四
〇
年
頃
に
初
世
梅
若
実
が
綴
っ
た
回
想
録
。
初
代

梅
若
実
資
料
研
究
会
に
よ
る
翻
刻
・
索
引
な
ど
に
「『
芸
事
上

数
々
其
他
秘
書
当
座
扣
并
略
見
出
シ
ノ
事
』
翻
刻
（
一
）
～

（
三
）」「（
同
）
解
題
お
よ
び
見
出
し
索
引
、
人
名
・
曲
名
等

索
引
」『
武
蔵
野
大
学
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
二
二
号
～

二
五
号
［
二
〇
一
一
年
～
二
〇
一
四
年
］）
が
あ
る
。

　

な
お
、
本
研
究
は
以
下
の
構
想
を
持
っ
て
書
き
進
め
て
い
る

が
、
紙
幅
の
関
係
も
あ
り
、
今
回
は
第
一
章
ま
で
を
発
表
し
、
第

二
章
以
降
は
次
年
度
の
紀
要
に
ま
と
め
る
こ
と
と
す
る
。

　

は
じ
め
に

　

第
一
章　

明
治
一
五
年
に
お
け
る
横
浜
へ
の
出
稽
古

　

第
二
章　

明
治
一
六
年
以
降
の
横
浜
へ
の
出
稽
古

　

ま
と
め

第
一
章　

明
治
一
五
年
に
お
け
る
横
浜
へ
の
出
稽
古

（
一
）
出
稽
古
を
始
め
た
時
期
を
め
ぐ
っ
て

　
『
日
記
』
に
お
い
て
梅
若
家
が
横
浜
の
素
人
弟
子
の
と
こ
ろ
に

出
稽
古
に
行
っ
た
記
事
を
最
初
に
確
認
で
き
る
の
は
、
明
治
一
五

年
一
月
一
七
日
に
初
世
梅
若
実
が
茂
木
惣
兵
衛
【
283
】
宅
に
出
向

い
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
九
年
に
東
京
で
初
め
て
の
天
覧
能
が
岩

倉
具
視
邸
で
催
さ
れ
、
一
一
年
に
英
照
皇
太
后
の
御
所
で
あ
る
青

山
大
宮
御
所
に
能
舞
台
が
建
て
ら
れ
、
一
三
年
に
グ
ラ
ン
ト
将
軍

が
岩
倉
邸
で
能
を
鑑
賞
し
、
一
四
年
に
能
楽
社
が
芝
に
能
楽
堂
を

設
立
し
て
い
る
。
以
上
の
能
楽
界
の
様
相
を
見
る
と
、
明
治
維
新

に
よ
り
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
能
楽
が
、
明
治
一
〇
年
前
後
に

徐
々
に
復
興
を
遂
げ
て
い
っ
た
こ
と
が
言
え
る
の
で
あ
る
。
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『
門
入
扣
』
か
ら
梅
若
家
に
入
門
す
る
素
人
弟
子
の
人
数
を

［
表
Ⅰ
］（
9
頁
）
に
ま
と
め
た
と
こ
ろ
、
明
治
一
二
年
ま
で
は
一

年
に
数
人
が
入
門
す
る
程
度
だ
っ
た
も
の
が
、
一
三
年
に
突
然
、

三
九
名
に
増
え
、
一
四
年
に
な
る
と
一
挙
に
五
七
名
と
な
る
。
こ

の
う
ち
、
一
四
年
に
入
門
し
た
永
田
甚
七
【
203
】
は
三
井
銀
行

支
配
人
で
、
彼
の
導
き
で
三
井
八
郎
次
郎
【
213
】・
三
井
武
之
助

【
214
】
や
、
第
一
銀
行
支
配
人
の
松
本
常
蔵
【
229
】
が
入
門
し
て

い
る
。
天
覧
能
や
能
楽
堂
設
立
に
よ
り
能
楽
が
一
般
に
周
知
さ
れ

こ
と
と
相
ま
っ
て
、
三
井
財
閥
や
銀
行
家
の
間
で
能
楽
を
稽
古
す

る
一
種
の
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

茂
木
惣
兵
衛
は
横
浜
で
最
も
成
功
し
た
貿
易
商
の
一
人
で
、
当

時
、
第
七
四
国
立
銀
行
頭
取
を
つ
と
め
て
い
た（

（
（

。
惣
兵
衛
が
入
門

し
た
の
は
自
宅
で
は
な
く
、
一
四
年
一
一
月
一
六
日
、
東
京
の
二

番
町
に
あ
っ
た
岩
崎
小
次
郎
【
278
】
宅
で
あ
っ
た（

（
（

。
当
時
、
岩
崎

小
次
郎
は
大
蔵
省
銀
行
局
長
で
あ
り（

（
（

、
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
両

者
に
接
点
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
銀
行
家
が
能
を
稽
古
す
る
、

そ
の
波
に
乗
る
よ
う
に
惣
兵
衛
は
岩
崎
の
伝
手
を
頼
っ
て
初
世
実

に
入
門
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
初
世
実
を
横
浜
に
招
致
す

る
目
論
見
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
二
か
月
後
の
一
五
年
一
月

一
七
日
、
初
世
実
を
自
宅
に
招
き
稽
古
を
始
め
る
の
で
あ
る（

8
）。

岩

崎
は
明
治
一
八
年
頃
ま
で
自
宅
な
ど
で
の
稽
古
・
素
謡
会
に
出
席

し
て
い
る
の
で
、
惣
兵
衛
は
そ
こ
で
稽
古
を
受
け
る
こ
と
も
可
能

で
あ
っ
た
が
、
そ
う
は
し
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と

に
、『
日
記
』
に
惣
兵
衛
が
稽
古
を
受
け
る
様
子
は
確
認
で
き
ず
、

自
身
の
た
め
と
い
う
よ
り
、
茂
木
家
や
横
浜
の
知
人
ら
の
た
め
に

初
世
実
を
招
致
し
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ

ま
り
梅
若
家
の
横
浜
へ
の
出
稽
古
は
惣
兵
衛
の
意
図
に
よ
っ
て
始

め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
二
）
明
治
一
五
年
の
出
稽
古
の
概
要

　
『
日
記
』
に
見
る
横
浜
へ
の
出
稽
古
の
最
後
の
記
事
は
明
治

三
四
年
五
月
二
三
日
で
あ
る
。
し
か
し
、
三
二
年
六
月
六
日
以
降

は
記
事
が
間
遠
に
な
っ
て
い
く
。
こ
の
頃
に
横
浜
の
素
人
弟
子
の

組
織
が
改
変
さ
れ
、
ま
た
初
世
実
の
意
識
も
変
化
し
た
た
め
、
出

稽
古
が
行
わ
れ
て
い
て
も
『
日
記
』
に
記
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く

な
っ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
三
四
年
五
月
二
三
日

以
降
、『
日
記
』
に
書
か
れ
な
く
な
る
。
し
か
し
、
横
浜
へ
の
出

稽
古
は
継
続
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
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明
治
一
五
年
一
月
か
ら
三
二
年
六
月
ま
で
、
稽
古
の
形
態
が
少

し
ず
つ
変
化
し
て
い
く
様
子
が
『
日
記
』
か
ら
看
取
で
き
る
が
、

こ
の
約
二
〇
年
を
通
し
て
見
ら
れ
る
基
本
方
針
と
い
う
も
の
も
あ

る
。
そ
れ
は
明
治
一
五
年
に
初
世
実
が
敷
い
た
も
の
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
の
で
、
同
年
の
出
稽
古
の
概
要
を
以
下
に
紹
介
す
る
こ
と

に
す
る
。

Ａ　

稽
古
日

　

江
戸
時
代
に
は
一
と
六
、
二
と
七
、
三
と
八
と
付
く
日
、
と
い

う
よ
う
に
五
日
お
き
に
稽
古
な
ど
を
行
う
習
慣
が
あ
り
、
明
治
以

降
も
梅
若
家
で
は
そ
れ
が
守
ら
れ
て
い
た
。
横
浜
の
稽
古
日
は
二

と
七
の
付
く
日
に
設
定
さ
れ
て
お
り
、
計
算
上
は
年
間
、
最
大

七
二
回
の
稽
古
が
可
能
で
あ
っ
た
。
実
際
に
は
正
月
・
夏
季
な
ど

の
期
間
は
稽
古
が
な
く
、
梅
若
家
、
ま
た
は
素
人
弟
子
の
所
用
が

優
先
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
一
五
年
に
は
五
一
回
の
稽
古
が
あ

り
、
こ
れ
が
標
準
的
な
回
数
と
思
わ
れ
る
。

Ｂ　

稽
古
場
所

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
稽
古
は
茂
木
惣
兵
衛
宅
で
行
わ
れ
た
。

Ｃ　

入
門
者
の
顔
ぶ
れ

　

第
一
回
の
稽
古
日
で
あ
る
一
月
一
七
日
、
茂
木
宅
に
は
惣
兵

衛
の
甥
に
当
た
る
茂
木
保
二
郎
【
296
】
の
ほ
か
、
箕
田
長
二
郎

【
297
】・
大
谷
嘉
兵
衛
【
300
】・
大
西
吉
松
【
298
】・
水
谷
吉
兵
衛

【
299
】・
前
嶋
栄
太
郎
【
301
】
の
六
名
が
参
集
し
、
同
日
に
入
門
し

て
い
る
。
こ
の
集
団
が
の
ち
に
横
浜
養
心
会
と
名
の
る
、
そ
の
原

型
と
思
わ
れ
る
。
以
後
、
明
治
一
五
年
に
入
門
し
た
横
浜
の
素
人

弟
子
に
は
小
川
善
司
【
302
】、
谷
田
徳
太
郎
（
後
の
中
村
荘
次
郎
）

【
346
】、
中
村
源
太
郎
【
347
】、
中
村
善
太
郎
【
348
】
が
お
り
、
計

一
〇
名
が
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
一
〇
名
程
度
が
茂
木
宅
に

集
ま
っ
て
、
稽
古
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

保
二
郎
は
後
に
惣
兵
衛
（
二
代
目
）
を
名
の
る
茂
木
家
の
後
継

者
で
、
箕
田
・
大
谷
は
貿
易
商
で
あ
っ
た
。
横
浜
に
は
商
人
が
多

く
お
り
、
開
港
地
と
し
て
輸
出
入
を
手
が
け
る
貿
易
商
と
、
食
料

小
売
商
と
い
っ
た
、
ど
こ
の
土
地
に
で
も
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
な

商
人
と
、
大
き
く
二
つ
の
系
統
に
分
か
れ
る
点
に
一
つ
の
特
徴
が

あ
る
。
貿
易
商
で
あ
っ
た
茂
木
家
が
素
人
弟
子
の
中
心
的
役
割
を

果
た
し
、
そ
の
稽
古
場
に
箕
田
・
大
谷
と
い
っ
た
、
同
じ
く
貿
易

商
が
参
加
し
た
と
こ
ろ
に
横
浜
ら
し
さ
が
見
出
さ
れ
る
と
思
わ
れ
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る
。
な
お
、
水
谷
は
銀
行
員
で
あ
り
、
小
川
は
貿
易
会
社
に
勤
務

し
て
い
た
が
、
大
西
・
谷
田
お
よ
び
二
人
の
中
村
の
職
業
は
不
明

で
あ
る
。

Ｄ　

稽
古
の
形
態

　

明
治
一
五
年
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
曲
目
を
ど
の
よ
う
な

形
で
稽
古
し
て
い
た
か
『
日
記
』
に
記
述
が
な
い
の
で
不
明
で
あ

る
。
た
だ
し
、
習
物
を
稽
古
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
曲
名
や
免
状

を
発
行
す
る
様
子
が
記
さ
れ
る
原
則
な
の
で
、
一
五
年
当
時
は
平

物
を
稽
古
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

Ｅ　

梅
若
家
に
と
っ
て
の
横
浜
へ
の
出
稽
古

　

初
世
実
は
第
一
回
か
ら
一
一
回
ま
で
の
出
稽
古
に
お
い
て
、
ほ

ぼ
毎
回
、
自
分
の
息
子
・
親
戚
・
弟
子
を
順
番
に
同
道
し
て
い
る

（
第
八
回
・
第
九
回
は
除
く
）。
以
下
、
何
回
目
に
誰
を
連
れ
て

い
っ
た
か
を
示
す
。

第
一
回
（
一
月
一
七
日
）・
第
一
〇
回
（
三
月
七
日
）

　

…
梅
若
万
三
郎
（
実
子
・
長
男
）　

第
二
回
（
一
月
二
七
日
）

　

…
山
本
金
之
助
（
玄
人
弟
子
）

第
三
回
（
二
月
一
日
）・
第
一
一
回
（
三
月
二
二
日
）

　

…
五
世
観
世
鉄
之
丞
（
親
戚
・
姪
の
夫
）　

第
四
回
（
二
月
七
日
）

　

…
五
三
世
梅
若
六
郎
（
養
子
・
当
時
の
梅
若
家
当
主
）　

第
五
回
（
二
月
一
七
日
）・
第
七
回
（
三
月
二
日
）

　

…
梅
若
豊
作
（
弟
）　

第
六
回
（
二
月
二
七
日
）

　

…
梅
若
新
太
郎
（
親
戚
・
甥
）

　

初
世
実
は
自
分
の
息
子
ら
を
紹
介
す
る
意
味
も
兼
ね
て
第
一
回

か
ら
第
一
一
回
ま
で
代
わ
る
代
わ
る
に
様
々
な
人
物
を
同
道
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
第
一
二
回
以
降
、
六
郎
と
鉄
之
丞
は
単
独
で
出
稽

古
に
赴
く
よ
う
に
な
る
。
当
時
の
梅
若
家
の
当
主
は
六
郎
で
あ
り

初
世
実
は
隠
居
の
身
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
横
浜
の
出
稽
古
に
関
し

て
は
（
じ
つ
は
梅
若
家
全
般
に
わ
た
っ
て
）
当
主
の
ご
と
く
振

舞
っ
て
い
た
。
例
え
ば
六
郎
が
横
浜
に
出
稽
古
し
た
際
『
日
記
』

に
「
六
郎
ヲ
遣
ス
」
と
記
す
こ
と
が
多
く
、
さ
ら
に
参
加
者
や
謝
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礼
に
つ
い
て
記
す
場
合
も
あ
り
、
初
世
実
に
と
っ
て
六
郎
は
あ
く

ま
で
も
自
分
の
代
稽
古
を
さ
せ
る
存
在
で
、
稽
古
内
容
を
報
告
さ

せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
観
世
宗
家
の
分
家
の
当
主
で
あ
っ

た
鉄
之
丞
に
対
し
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
家
格
と
い
い
芸
歴
と
い

い
申
し
分
な
い
立
場
で
あ
っ
た
鉄
之
丞
で
さ
え
、
横
浜
の
出
稽
古

に
関
し
て
は
、
初
世
実
が
自
分
の
代
稽
古
を
さ
せ
る
存
在
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
鉄
之
丞
家
当
主
と
い
う
よ
り
姪
（
次
弟
・
広
田
知

一
の
娘
）
の
夫
と
い
う
親
戚
の
立
場
を
重
視
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
と
も
か
く
、
梅
若
家
の
人
び
と
は
初
世
実
の
采
配
で
横
浜
に

出
向
い
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

六
郎
や
鉄
之
丞
が
初
世
実
の
代
稽
古
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
の

は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
明
治
二
六
年
に
初
世
実
が
素
人
弟
子
に
発

行
し
た
入
門
証
に
「
今
般
当
家
門
人
ニ
差
加
候
間
能
楽
法
則
堅
ク

相
守
修
行
可
致
者
也
」
と
あ
り
、
こ
の
文
面
に
よ
れ
ば
、
素
人
弟

子
は
「
当
家
」、
つ
ま
り
梅
若
家
に
入
門
す
る
形
を
取
っ
て
い
た
。

横
浜
の
素
人
弟
子
に
こ
の
よ
う
な
入
門
証
を
発
行
し
た
形
跡
は
な

い
が
、
こ
の
発
想
が
横
浜
の
素
人
弟
子
に
も
適
応
で
き
る
の
で
あ

れ
ば
、
初
世
実
で
も
六
郎
で
も
横
浜
の
素
人
弟
子
に
教
え
て
い
る

の
は
「
梅
若
家
の
芸
で
あ
る
」、
と
い
う
論
理
が
成
り
立
つ
の
で

あ
る
。
鉄
之
丞
に
つ
い
て
も
そ
う
い
う
考
え
方
に
拠
っ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。
初
世
実
が
養
子
・
実
子
・
親
戚
・
玄
人
弟
子
と
い
っ

た
大
勢
の
後
継
者
を
養
成
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
成
り
立
つ
図
式
で

あ
り
、
そ
れ
が
梅
若
家
の
強
み
で
も
あ
っ
た
。

　

明
治
一
五
年
に
梅
若
家
の
人
び
と
が
横
浜
に
稽
古
に
行
っ
た
回

数
を
あ
げ
る
と
、
初
世
実
が
一
八
回
（
内
、
単
身
だ
っ
た
の
が
八

回
）、
六
郎
が
一
八
回
（
単
身
が
一
六
回
）、
鉄
之
丞
が
一
二
回

（
単
身
が
一
〇
回
）、
万
三
郎
が
二
回
（
単
身
は
な
し
）、
金
之
助

が
二
回
（
単
身
が
一
回
）、
豊
作
が
二
回
（
単
身
は
な
し
）、
新
太

郎
が
一
回
（
単
身
は
な
し
）
で
あ
る
。

　

六
郎
が
単
身
で
横
浜
に
出
向
く
日
数
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
を

考
え
る
と
、
横
浜
の
素
人
弟
子
を
将
来
的
に
六
郎
に
任
せ
る
考
え

で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
（
事
実
、
そ
う
な
っ
て
い
く
の
で

あ
る
）。

　

一
方
、
万
三
郎
・
豊
作
・
新
太
郎
は
単
身
で
出
稽
古
さ
せ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
万
三
郎
に
つ
い
て
は
、
当
時
、
ま
だ
一
五
歳
で

あ
り
単
身
で
素
人
弟
子
を
教
え
る
こ
と
を
時
期
尚
早
と
初
世
実
が

判
断
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
豊
作
・
新
太
郎
に
つ
い
て
は
、
横

浜
の
素
人
弟
子
を
任
せ
る
気
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
金
之
助
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に
単
身
で
稽
古
に
行
か
せ
た
の
は
第
一
九
回
（
五
月
二
日
）
の
一

回
だ
け
で
、『
日
記
』
に
は
「
代
ワ
リ
ニ
金
之
丞
ヲ
遣
ス（

（
（

」。
と

「
代
ワ
リ
ニ
」
と
い
う
文
言
を
わ
ざ
わ
ざ
記
し
て
お
り
、
や
は
り

金
之
助
に
横
浜
の
弟
子
を
任
せ
る
気
も
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

梅
若
家
の
人
間
で
あ
れ
ば
初
世
実
の
代
稽
古
は
可
能
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
を
選
択
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

Ｆ　

素
謡
会
の
開
催

　

一
二
月
一
〇
日
、
小
川
善
司
が
自
宅
で
素
謡
会
を
催
し
て
お

り
、『
日
記
』
に
は
「
茂
木　

水
谷　

中
山
出
席
。
実　

六
郎　

万
三
郎
出
勤
」
と
あ
る
。
茂
木
は
茂
木
保
二
郎
、
水
谷
は
水
谷
吉

兵
衛
、
中
山
は
中
山
譲
治
【
226
】
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
に

初
世
実
・
六
郎
・
万
三
郎
が
出
勤
し
た
の
だ
が
、
彼
ら
が
ど
の
よ

う
な
働
き
を
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
素
人
弟
子
が
ど
の
よ
う

な
曲
目
を
謡
っ
た
の
か
も
不
明
だ
が
、
平
物
で
あ
っ
た
と
考
え
て

間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

素
謡
会
は
日
頃
の
稽
古
の
成
果
を
発
表
す
る
場
で
あ
り
、
同
じ

稽
古
場
に
集
う
仲
間
の
連
帯
感
を
高
め
る
場
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
そ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
会
員
以
外
の
参
加
も
歓
迎
さ
れ
る
と

い
う
緩
や
か
な
対
応
も
見
せ
て
い
た
。
例
え
ば
、
前
述
の
中
山
譲

治
は
神
奈
川
県
士
族
と
は
い
え
横
浜
養
心
会
会
員
で
は
な
く
、
も

ち
ろ
ん
茂
木
宅
で
稽
古
を
受
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。『
日
記
』

を
見
る
と
、
こ
の
よ
う
な
例
は
他
団
体
の
素
謡
会
な
ど
に
も
見
受

け
ら
れ
、
こ
の
柔
軟
な
措
置
は
横
浜
独
特
の
も
の
と
い
う
よ
り
、

当
時
の
素
人
弟
子
の
特
徴
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

（「
第
二
章　

明
治
一
六
年
以
降
の
横
浜
へ
の
出
稽
古
」
以
降
は
次

号
に
掲
載
す
る
。）
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和　暦 西　暦 人　数 横　浜
弘化 03 1846 2 0
弘化 04 1847 1 0
嘉永 01 1848 1 0
嘉永 02 1849 20 0
嘉永 03 1850 5 0
嘉永 04 1851 9 0
嘉永 05 1852 31 0
嘉永 06 1853 9 0
安政 01 1854 4 0
安政 02 1855 1 0
安政 03 1856 6 0
安政 04 1857 6 0
安政 05 1858 1 0
安政 06 1859 15 0
万延 01 1860 6 0
文久 01 1861 4 0
文久 02 1862 9 0
文久 03 1863 0 0
元治 01 1864 1 0
慶応 01 1865 8 0
慶応 02 1866 3 0
慶応 03 1867 0 0
明治 01 1868 0 0
明治 02 1869 0 0
明治 03 1870 2 0
明治 04 1871 3 0
明治 05 1872 4 0
明治 06 1873 3 0
明治 07 1874 3 0
明治 08 1875 8 0
明治 09 1876 2 0
明治 10 1877 9 0
明治 11 1878 9 0

『門入性年月日扣』に見る梅若家の素人弟子の入門者数［表Ⅰ］

和　暦 西　暦 人　数 横　浜
明治 12 1879 6 0
明治 13 1880 39 0
明治 14 1881 57 1
明治 15 1882 54 10
明治 16 1883 31 0
明治 17 1884 44 8
明治 18 1885 24 6
明治 19 1886 9 5
明治 20 1887 22 4
明治 21 1888 10 3
明治 22 1889 14 7
明治 23 1890 6 3
明治 24 1891 17 5
明治 25 1892 19 7
明治 26 1893 31 4
明治 27 1894 14 1
明治 28 1895 36 11
明治 29 1896 38 8
明治 30 1897 36 13
明治 31 1898 45 20
明治 32 1899 69 10
明治 33 1900 32 3
明治 34 1901 13 3
明治 35 1902 21 5
明治 36 1903 8 1
明治 37 1904 6 1
明治 38 1905 0 0
明治 39 1906 20 9
明治 40 1907 15 6
明治 41 1908 19 2

時期不明 24 0
合計 964 156
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注

（
1
）	
全
七
巻
。
八
木
書
店
よ
り
二
〇
〇
二
年
か
ら
〇
三
年
に
か
け
て
出

版
さ
れ
た
。

（
2
）	

初
代
梅
若
実
研
究
会
は
『
門
入
性
名
年
月
扣
』
に
載
る
弟
子
に
通

し
番
号
を
付
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
九
八
九
名
の
氏
名
が
確
認
で

き
る
が
、
そ
の
う
ち
二
五
名
は
重
複
し
て
書
か
れ
て
い
る
の
で
、

実
際
は
九
六
四
名
の
入
門
を
記
録
す
る
も
の
と
言
え
る
。

（
3
）	『
門
入
性
名
年
月
扣
』
に
「
横
浜
」「
横
浜
養
心
会
」
な
ど
の
記
載

が
あ
る
人
物
を
数
え
た
が
、
横
浜
住
の
師
匠
を
通
じ
て
梅
若
家
に

入
門
し
た
素
人
弟
子
も
そ
の
な
か
に
含
め
た
場
合
も
あ
る
。

（
4
）	

の
ち
に
『
横
浜
近
代
史
辞
典
』
と
し
て
復
刻
版
が
発
行
さ
れ
る

（
湘
南
堂
書
店
、
一
九
八
六
年
）。
本
稿
で
は
そ
れ
を
参
照
し
た
。

（
5
）	『
門
入
扣
』
の
「
茂
木
惣
兵
衛
【
283
】」
に
は
「
横
浜　

七
十
四
銀

行
」
と
あ
る
。

（
6
）	

岩
崎
小
次
郎
は
小
二
郎
と
書
か
れ
る
ほ
う
が
多
い
が
、『
門
入
扣
』

に
小
次
郎
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
こ
の
表
記
に

従
っ
た
。『
日
記
』
明
治
一
四
年
一
一
月
一
六
日
に
「
午
後
三
時

よ
り
二
番
町
岩
崎
小
次
郎
初
テ
参
ル
。
岡
田
寛
・
平
岡
熙
一
・
益

田
孝
参
ル
。
外
ニ
塚
原
周
蔵
・
茂
木
惣
兵
衛
門
入
。
夜
十
二
時
帰

宅
。」
と
あ
る
。

（
7
）	

彦
根
正
三
編
『
改
正
官
員
録
』
明
治
一
四
年
一
一
月
版
（
博
公
書

院
、
一
八
八
四
年
）。

（
8
）	

同
日
の
『
日
記
』
に
「
午
後
三
時
よ
り
万
三
郎
ヲ
連
横
浜
茂
木
惣

兵
衛
宅
へ
罷
越
ス
。
岡
田
寛
同
道
。
七
名
入
門
。
茂
木
保
二
郎
・

箕
田
長
次
郎
・
大
谷
嘉
兵
衛
・
大
西
吉
松
・
水
谷
吉
兵
衛
（
丸
三

銀
行
）・
前
嶋
栄
太
郎
門
入
。
七
名
よ
り
肴
料
七
円
。
外
ニ
三
円
。

車
料
三
円
出
ル
。
夜
十
二
時
帰
宅
。」
と
あ
る
。
当
日
、
入
門
し
た

の
は
六
名
で
あ
る
の
で
「
七
名
入
門
」
と
記
す
の
は
不
審
だ
が
、

七
名
が
肴
料
を
支
払
っ
た
こ
と
か
ら
、
茂
木
惣
兵
衛
を
含
む
入
門

者
を
七
名
と
勘
違
い
し
た
も
の
だ
ろ
う
か
。

（
9
）	

金
之
丞
と
は
金
之
助
の
こ
と
。


